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研究成果の概要（和文）： 
 本研究の成果としては、世界遺産知床における考古学遺産を歴史文化資源として位置づ
けるための基盤を構築できた点にある。遺跡での体験発掘やワークショップを通じて、地
域でエコツアーを企画する団体や地域コミュニティに対して遺跡の文化資源としての活用
の事例を提示することができた。またアイヌ民族の歴史文化遺産としての考古遺跡を活用
方法についても議論を深め、今後の保存活用の方向性を提案することができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  This project constructed a basic framework for utilizing the archaeological 
heritage of the Shiretoko World Heritage site as a historical cultural resource. Through 
workshops and community participation in excavations, the project was able to 
support organizations planning local ecotours and to develop examples of the 
utilization of archaeological sites as cultural resources by the local community. The 
project also furthered debate over ways of utilizing archaeological sites as part of Ainu 
historical cultural heritage and was able to suggest directions for the future 
preservation and utilization of culture heritage in the Shiretoko World Heritage site.   
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１．研究開始当初の背景 
 現代社会において考古学をとりまく環境
は大きく変化してきている。考古学研究の進

展と成果の提示は、歴史文化遺産の人類史的
な有用性を実証してきた。これらの遺産が現
在生活する我々のみでなく、未来にとっても
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重要な遺産となるという共通認識を創り出
してきたことは重要である。その結果として
今日、歴史文化遺産は国際条約や各国の国内
法によって、人類の普遍的な遺産として保護
されてきている。 
 しかし、これまでの考古学と社会との関係
に多くの課題を提起する動きも出てきた。特
に研究者としての考古学者が歴史文化遺産
の評価や保存管理、そのための枠組み作りの
過程において、遺産が所在する地域社会との
間に十分な議論を行ってきていないという
批判が学会の内外からも提起されるように
なった。このような考古学と社会との関係の
見直しは、Public Archaeology（主に北米）
および Community Archaeology（主に英国）
という考古学の専門家による独占からの開
放、地域社会の構成員が主体となる学問への
変革という動きを巻き起こしてきている。 
 さらに大きな動きとして注目されるのは、
先住民族と考古学との関係である。これまで
主体的に歴史文化遺産の保存、管理やその計
画の策定に参加することのできなかった地
域社会の一つに歴史文化遺産を残した集団
の後継者集団である先住民族の存在があり、
彼らによる自らの歴史文化遺産への主体的
な取り組み、また先住民族の視座からの歴史
文化遺産の評価の必要性が出てきた。ひるが
えって見ると、わが国でも先住民族としての
アイヌ民族の位置づけへの動きの中で、彼ら
が主体的に取り組む歴史文化遺産の保存管
理が重要視されてきている。この点から見る
と 2005 年に世界自然遺産として登録された
知床半島の登録過程において、この地に数多
くのアイヌの歴史文化遺産を含む考古学遺
跡が残されているにも関わらず、文化遺産と
しての価値を正しく評価できなったことが
課題として指摘されるようになった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、先住民考古学（Indigenous 
Archaeology）の視点と手法を応用して、北
海道島における民族集団形成の過程の実態
を考古学的に解明しようとするものである。
具体的な研究目的は、以下の３つの柱で構成
される。 
（１）北海道島における考古学フィールドワ
ークである、先住民族アイヌとの協同を含む
先住民考古学の実践と、地域社会との連携に
よる成果の還元をめざすコミュニティ考古
学の実践を核としつつ、北海道島の先史文化
の流れの中からアイヌ民族の形成過程を考
察することである。 
（２）先住民考古学、北方狩猟採集民考古学
において先駆的な取り組みを有する内外の
研究者を招いてのワークショップを通じて、
国際共同研究組織を構築することである。 
（３）考古学フィールドワークの成果と国際

的な比較研究の成果を公開する具体的な方
策としてヘリテージツアーや地域での調査
成果の展示活動の実践と方法論的深化を目
指すことである。 
 本研究計画においては、上記の研究組織の
メンバーを基本に、さらに北海道大学のアイ
ヌ・先住民研究センターおよび観光学高等研
究センターの組織を中心とした海外の連携
研究組織との国際共同研究の体制の構築も
目指した。 

 
３．研究の方法 
 本研究では、３つの研究計画に即した方法
を採用した。 
 
（１）「知床半島における民族形成過程の考
古学的研究」 
計画：先住民考古学の視座から先史文化の形
成と変容、そして民族形成という歴史的プロ
セスをチャシコツ岬遺跡群の考古学的調査
を通じての検証。 
方法：知床半島ウトロ地域に所在するチャシ
コツ岬下 B遺跡の発掘調査から集落構造を把
握し、周辺の遺跡群との対比、弁財チャシや
その他の周辺のチャシの調査の予備的調査
を進め、オホーツク文化からアイヌ文化の変
遷過程に関する考古学情報の蓄積をはかる。 
 
（２）「先住民考古学の理論的・方法論的研
究」 
計画：先住民考古学の先駆的事例を有する海
外の研究事例を検討し、北海道に適した先住
民考古学の理論的枠組みと研究手法の開発。 
方法：海外の先行事例を比較検討するため、
海外の先住民考古学に通じた研究者を招へ
いし、ワークショップを通じて我々のプロジ
ェクトへの評価と海外事例の紹介を行う。こ
のような交流事例による資料と情報の蓄積
を踏まえて、北海道島独自の先住民考古学の
あり方を探る。またワークショップには、ア
イヌ民族の積極的な参加を進め、若手研究者
向けのレクチャーを企画推進し、新たな概念
や海外の研究動向の教育普及をはかる。 
 
（３）「先住民ヘリテージツアーのプログラ
ム作りと実践」 
計画：世界遺産知床の自然環境に加えて歴史

先住民考古学の  

国際比較研究 
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文化遺産についても広く認識してもらうた
めのヘリテージツアーをアイヌ民族や現地
NPO と協力しながら計画、実践していく。 
方法：海外においては、コミュニティ考古学
の実践として遺跡調査や保存活用計画の立
案過程に地域住民や先住民族が参画する事
例が数多く知られている。本研究では、世界
遺産知床を象徴する取り組みとして知床半
島部の考古学遺産を中心とした先住民ガイ
ドの養成を含むヘリテージツアーのプログ
ラム作りや、ガイド用のハンドブックの製作、
モニターツアーの実施を実験的に行う。具体
的なトレイルとしては、チャシコツ岬周辺の
集落遺跡や祭祀遺跡のプログラム化、弁財チ
ャシ周辺のチャシ群をめぐるプログラムの
開発を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果としては、計画の際に立てた
３つの領域ごとに以下のように提示できる。 
 
(1)「知床半島における民族形成過程の考古
学的研究」： 
 本研究の期間内において、主として知床半
島中部、斜里町ウトロに位置するチャシコツ
岬下 B遺跡においてオホーツク文化期の集落
遺跡構造の把握と遺跡内居住パターンの変
遷の把握するべく、2008 年度から 2010 年度
にかけて考古学調査を実施した。その結果、
チャシコツ岬西側の海岸線にそって広がる
一体が続縄文文化からオホーツク文化、トビ
ニタイ文化にかけて拠点的な集落や水産資
源を主たる対象とした生業活動の活動拠点
として繰り返し利用されてきたことが明ら
かとなった。一方でトビニタイ文化期からア
イヌ文化期にかけての居住拠点であった痕
跡は見出すことができなかった。アイヌ文化
期については、チャシコツ岬上遺跡以外にも、
ウトロ地域のペレケチャシ、チャシコツ岬下
B 遺跡よりも西に位置する弁財チャシなど一
連の海岸線を見下ろすチャシ群や、フンベ湾
（フンベ：アイヌ語でクジラの意味）などか
ら先史時代とは異なる活動空間としての利
用がなされてきたことを明らかにすること
ができた。また段丘崖上にこれまで未確認の
チャシを確認するなど、１３世紀以降のアイ
ヌ民族に帰属する歴史文化遺産がこれまで
以上に残されていることを改めて提示する
ことができた。 
 考古学調査によって確認された遺構は、オ
ホーツク文化期に帰属する竪穴住居址２軒、
集石遺構３基、食料残滓や土器や骨角器、石
器類、獣骨を集積する遺物投棄ブロック１カ
所、トビニタイ文化期前半のヒグマ祭祀遺構
１カ所である。これら検出された遺構や出土
遺物をもとにチャシコツ岬下 B遺跡における
空間利用の変遷は次のように示すことがで

きる。 
①続縄文文化期には、時期的に限定された生
業活動の拠点として断続的に利用された。②
オホーツク文化期には、刻文式土器段階から
貼付文土器段階にかけて集落遺跡として利
用され、長期的に生活および生業活動の中心
として利用された。③オホーツク文化終末の
トビニタイ文化期には、集落は段丘上に移動
し、海岸沿いの高地である当遺跡は、ヒグマ
祭祀行為などを行う空間利用への変遷して
いる。 
 特に海洋狩猟民社会であるオホーツク文
化期には、このフンベ湾に面した海岸沿いに
住居が海岸線に平行して配置される線状集
落構造を有することが明らかとなった。 
 
(2)「先住民考古学の理論的・方法論的研
究」： 
 先住民考古学という新たな領域は、日本に
おいての先行事例が存在しない。そのため海
外において先住民考古学の実践経験を有す
るオクラホマ大学のワトキンス教授、エリッ
ク講師、デンマーク国立博物館のウドゥガー
ド研究員、南カリフォルニア大学のフランク
教授を招へいし、ワークショップを開催して
先住民考古学の理論と実践に関する議論お
よび日本における展開の可能性について議
論をおこなった。ワークショップを通じて提
起された点は、北海道における考古学の実践
と先住民族の関わりに見られる課題が、世界
的に共通の課題であり、北米、北欧、オセア
ニアに共有の課題として広く国際的に議論
していけるという共通の認識を得ることが
できた。また現代考古学や応用人類学の領域
で議論されるポストコロニアル的動きとし
ての考古学と先住民族との新たな関係の構
築には、先住民族の歴史文化遺産の保存や活
用への接触的な参加が不可欠であり、また非
先住民族の考古学者においても先住民族の
視座を踏まえた考古遺産の調査や評価が必
要であること点を再認識することができた。 
 先住民考古学の方法論的確立のためには、
先住民族を巻き込んだ野外調査研究や遺産
の保存活用プログラムの構築が重要である
ことも確認され、実際の知床でのフィールド
ワークに生かすことができた点は大きな成
果の一つである。 
 また本研究が海外の研究者とのネットワ
ークを通じて、海外での学会において取り組
みや成果を発信することができたことも大
きな成果である（学会発表の③、④、⑥、⑧）。 
 本研究の展開を契機に、研究組織のメンバ
ーが国際的な先住民考古学のプロジェクト
に参画する機会を得たことも成果に挙げる
ことができる。本研究活動は、カナダ社会科
学人文科学研究評議会の支援を受けた大型
プロジェクトである「文化遺産における知的



財産権問題（Intellectual Property Issues 
in Cultural Heritage: IPinCH）」に組み込
まれ、また研究代表者の加藤は、「世界考古
学会議World Archaeological Congress: WAC」
の 2011 年度中間会議セッション「先住民族
と博物館活動」の国際評価委員を委嘱された。
このように本研究を通じて、世界的な先住民
考古学と北海道島における考古学とを結び
つけることができた点も大きな成果である。 
 
(3)「先住民ヘリテージツアーのプログラム
作りと実践」： 
 知床半島の遺跡調査と平行して、地域社会
と連携して考古遺跡を文化資源として活用
するプログラムづくりを進めた。この領域の
成果はいくつかに分かれる。 
 一つ目の取り組みは、遺跡の調査期間中に
地域住民や知床を訪れた観光客を対象とし
た発掘体験プログラムや遺跡を会場とした
ワークショップである。2008 年から 2010 年
の毎年 9 月に開催した本事業は、地元の小中
学生と父兄および教員を中心に、また観光客
を含めた参加者を得ることができ、盛況ので
あった。最大の成果は、地元住民が遺跡を自
らの手で発掘調査し、出土遺物に触れる経験
を通じて、地域の歴史文化遺産を「大切な存
在」から「楽しい空間」へとイメージ転換を
はかった点にある。遺跡の重要性は認識され
てきたが、身近にあっても自ら楽しむことが
できる場であることが理解された点は大き
い。 
 二つ目の取り組みは、出土資料や遺跡の展
示事業である。斜里町ウトロ地域は、世界遺
産知床の観光の拠点であり、またコアミュー
ジアム的機能を有している。しかし、現状で
は、歴史遺産に関する情報は発信されていな
い。本研究では、学生を主体として地域の遺
産から出土した考古資料の速報展示と解説
をおこなった。2008 年から 2010 年までの３
カ年で計 551 名（内 231 名が道内観光客、320
名が道外観光客）の訪問者のアンケートデー
タを集計することができた。このアンケート
データから具体的に観光客が世界遺産知床
に対して抱くイメージ、現状への不満や期待、
ニーズを明らかにすることができた。 
 三つ目の取り組みは、ウトロ地域における
ヘリテージツアーのトレイル作りとモニタ
ーツアーの実施である。すでにチャシを利用
した先住民エコツアーは、地元の NPO が企画
するアイヌ民族のガイドによるコースに組
み込まれていたが、我々が確認した新規のチ
ャシやチャシコツ岬下 B遺跡もガイドコース
の中に組み込まれるようになった。我々の研
究においてもウトロ地域をめぐるトレイル
を設定し、地元住民や宿泊施設スタッフを交
えてモニターツアーを実施した。従来のトレ
イルに加えて歴史文化遺産が加わることに

より、トレイルに歴史的重層性が増すこと、
また参加者に自然環境への関心のみではな
く地域の歴史への関心が芽生えるなど成果
を上げることができた。トレイルのモニター
ツアーについては、実験を更新中であり、新
たな成果と工夫を追加中であり、その成果の
一部は映像データとして 2011 年度中に公開
する予定である。 
 
成果のまとめ 
 上記のように３つの領域それぞれに成果
を挙げることができた。一方でそれぞれの課
題を統合し、更に深化させていく必要がある。
また今回の研究計画でカバーしきれなかっ
た近世以降の歴史文化遺産についても、本来
は組み込んでいく必要がある。先住民考古学
という取り組みが日本、北海道において定着
するかどうかは、現段階では定かでない。日
本考古学の枠組みとも関わる課題を内包し
ており、研究者ごとの反応は多岐にわたると
推定され、コンセンサスを得ることは容易で
はないとおもわれる。一方で現段階の取り組
みを国内外に発信することができたこと、地
域を巻き込んだ取り組みを実践できたこと
は本研究の最も重要な成果であるといえる。 
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